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埴
科
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
10
年

斎
藤
秀
隆（
１
）　

直
江
芳
樹（
１
）

三
井
貴
史（
２
）　

深
町
千
尋（
５
）

山
崎
法
通（
８
）　

小
宮
山
剛（
８
）

春
日
貴
之（
９
）　

渡
邊
大
意（
ラ
ッ
パ
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

技
術
章

塚
本
圭
司（
２
）　

北
澤
哲
也（
10
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

精
勤
章

宮
澤
卓
也（
１
）　

山
崎
正
純（
１
）

宮
島
秀
行（
２
）　

小
宮
山
直（
５
）

春
日
雄
次（
６
）　

市
川
恭
平（
８
）

黒
岩
千
尋（
８
）　

春
日
貴
之（
９
）

近
藤
悠
作（
10
）　

荒
木
隆
光（
11
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

三
井　

武（
２
）　

冨
山
貴
央（
５
）

北
原
和
斉（
７
）　

宮
入
真
道（
９
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
15
年

関　

政
則（
１
）　

前
澤
章
宏（
２
）

滝
沢
利
憲（
３
）　

清
水
勝
幸（
３
）

山
崎
哲
也（
３
）　

西
沢
正
和（
５
）

池
上
清
一（
７
）　

中
澤
郁
夫（
7
）

玉
木　

旬（
７
）　

川
島
秀
樹（
10
）

竹
内
和
幸（
10
）　

柳
澤
定
則（
11
）

小
林
広
和（
５
）　

春
日
憲
吉（
６
）

小
宮
山
哲
也（
６
）　

相
川
宗
由（
７
）

豊
田
竜
二（
８
）　

田
中
宏
幸（
８
）

瀬
下　

誠（
９
）　

塚
田
夏
樹（
10
）

中
澤
誉
樹（
11
）　

時
信
武
史（
ラ
ッ
パ
）

長
野
県
知
事
表
彰

優
秀
章

直
江
芳
樹（
１
）　

三
井　

武（
２
）

小
山
貴
司（
２
）　

塩
入　

誠（
２
）

小
林
拓
也（
３
）　

澤
崎
章
一
郎（
９
）

塚
田
泰
斗（
10
）　

竹
内
栄
雄（
10
）

松
崎
和
也（
10
）　

浅
賀
光
雄（
11
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

小
宮
山
剛
史（
６
）　

宮
原
篤
司（
９
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

努
力
章

中
村
和
義（
３
）　

岩
淺
和
仁（
７
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章

竹
内
威
駒
未（
４
）　

永
井
伸
幸（
11
）

　

※
敬
称
略　
（　

）は
所
属
分
団

消
防
庁
長
官
表
彰

退
職
感
謝
状

宮
澤
秀
幸（
１
）　

宮
澤
和
宏（
５
）

宮
下
正
次（
７
）　

鵜
飼
茂
昭（
９
）

高
畑
直
人（
９
）　

北
島　

守（
10
）

塚
田
武
志（
10
）　

久
保
考
弘（
11
）

長
野
県
知
事
表
彰

退
職
感
謝
状

小
宮
山
幸
治
（
６
）

坂
城
町
長
表
彰

退
職
感
謝
状

宮
澤
秀
幸（
１
）　

宮
澤
和
宏（
５
）

小
宮
山
幸
治（
６
）　

宮
下
正
次（
７
）

鵜
飼
茂
昭（
９
）　

高
畑
直
人（
９
）

北
島　

守（
10
）　

塚
田
武
志（
10
）

久
保
考
弘（
11
）

長
野
県
知
事
表
彰

退
任
者
表
彰

瀬
下
幸
二（
１
）　

田
中
秀
紀（
２
）

赤
池
秋
彦（
３
）　

片
山
和
人（
４
）

　

１
月
15
日
（
日
）、
坂
城
町
消

防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
野
団
長
以
下
、
消
防
団
及
び

婦
人
消
防
隊
員
約
３
３
０
名
が
さ

か
さ
ぎ
通
り
で
街
頭
行
進
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に

お
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
消

防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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坂
城
町
消
防
団
　
出
初
式
挙
行

街頭行進の様子（先頭はラッパ分団）

式典の様子消防音楽隊による吹き初め



・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア

・
サ
ー
ク
ル
Ｋ

・
サ
ン
ク
ス

・
ス
パ
ー
北
海
道

・
ス
リ
ー
エ
イ
ト

・
ス
リ
ー
エ
フ

・
生
活
彩
家

・
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

・
セ
ー
ブ
オ
ン

・
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン

・
タ
イ
エ
ー

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

・
ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

・
ポ
プ
ラ

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

・
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト

　
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ

・
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー

・
ロ
ー
ソ
ン

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
左
ペ
ー
ジ
の

「
納
付
書
の
様
式
変
更
に
つ
い
て
」

参
照
）。

・
エ
ブ
リ
ワ
ン

・
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店

・
く
ら
し
ハ
ウ
ス

・
コ
コ
ス
ト
ア

　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
対
象
と
な
る

も
の
は
、
今
年
４
月
１
日
以
降
に

発
送
す
る
、

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
下
水
道
使
用
料

　

以
上
５
つ
の
納
付
書
な
ど
で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
は
、
曜
日

や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

24
時
間
、
下
記
の
店
舗
で
全
国
ど

こ
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
手
数
料
も
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
開
始

に
合
わ
せ
、
納
付
書
な
ど
の
様
式

が
変
更
と
な
り
ま
す
。
納
付
書
の

枚
数
な
ど
も
変
更
さ
れ
ま
す
の
で

※
各
店
舗
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
店
舗
名
・

店
舗
の
看
板
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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４
月
か
ら
開
始　
ご
利
用
く
だ
さ
い

町
の
税
等
が
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

町
で
は
、納
税
者
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、４
月
か
ら
、税
な
ど
の「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」を
開
始
し
ま
す
。

４
月
以
降
に
発
送
さ
れ
る
納
付
書
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
や
町
役
場
の
窓
口
に
加
え
、全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
以
下
コ
ン
ビ
ニ
）各
店
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
税
・
使
用
料

取
扱
店
舗（
50
音
順
）



⑥
納
付
書
を
間
違
え
て
納
付
（
第

２
期
分
を
納
付
す
る
つ
も
り
が
、

誤
っ
て
第
３
期
分
の
納
付
書
を

使
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
）
す
る

と
、
納
め
忘
れ
の
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
、
督
促
状
が
発
送
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　　

４
月
１
日
以
前
に
発
送
さ
れ
た

納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
の

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で

き
ま
せ
ん
。
従
来
ど
お
り
金
融
機

関
か
、
役
場
の
窓
口
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
担
当
係
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

○
町
税
関
係

　

総
務
課
税
務
係
・
収
納
推
進
係

　

☎
８
２–
３
１
１
１

　
（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

　

有
線
８
８–
１
０
３
１

　
　
　

８
８–

１
０
３
２

○
下
水
道
使
用
料

　

建
設
課
下
水
道
係

　

☎
８
２–

３
１
１
１

　
（
内
線
１
７
９
）

　

有
線
８
８–

１
０
１
６

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
ま
せ

ん
）。

④
コ
ン
ビ
ニ
取
扱
期
限
を
過
ぎ
た

場
合
（
税
等
の
納
入
期
限
と
コ

ン
ビ
ニ
取
扱
期
限
は
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

⑤
破
損
、
汚
損
な
ど
に
よ
り
バ
ー

コ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
で
き
な

い
場
合
（
再
発
行
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
各
担
当
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）。

⑥
固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
が

記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
書

※
コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
で
き
な
い
納

付
書
で
も
、
従
来
ど
お
り
お
近

く
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

②
納
付
書
は
納
期
別
に
各
１
枚
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
町
税
に
つ
い
て
は
、
１
年
間
分

の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

紛
失
し
な
い
よ
う
に
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

④
納
入
期
限
と
コ
ン
ビ
ニ
取
扱

期
限
を
よ
く
お
確
か
め
の
う
え
、

必
要
な
納
付
書
だ
け
を
コ
ン
ビ

ニ
に
お
持
ち
い
た
だ
き
、
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
領
収
書
と
レ
シ
ー
ト
を
必
ず
受

け
取
り
、
大
切
に
保
管
（
５
年

間
）
し
て
く
だ
さ
い
。

①
こ
れ
ま
で
の
納
付
書
に
変
わ
り
、

コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
の
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
町
県
民
税(
普
通
徴
収)

、
固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

の
よ
う
に
納
期
が
分
か
れ
て
い

る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
ミ
シ

ン
目
で
つ
な
が
っ
た
１
枚
の
納

付
書
か
ら
、
納
め
る
期
分
だ
け

を
切
り
取
っ
て
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、

こ
れ
ら
の
分
は
、
通
知
書
と
各

納
期
分
の
納
付
書
が
つ
な
が
っ

て
お
ら
ず
、
各
納
期
別
に
１
枚

ず
つ
分
か
れ
た
も
の
が
お
手
元

に
届
き
ま
す
。
納
付
さ
れ
る
際

は
、
各
納
付
書
の
納
期
を
ご
確

認
の
う
え
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
、
各
期
の
納
付
書
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
①
～
⑥
は
コ
ン
ビ
ニ
で
の

取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
手
書
き
で
金
額
が
訂
正
さ
れ
た

も
の
。

②
コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
の
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

③
納
付
書
１
枚
当
た
り
の
合
計
額

が
30
万
円
を
超
え
る
場
合
（
こ

の
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
の

事業者の皆さんへ 事業系ごみ収集の申請を忘れずに
　商店・企業などの事業所から出る産業廃棄物以外の事業系ごみ（事業系一般廃棄物）は、原則として自己処理か業
者に依頼しての処理となりますが、下表の条件に合う場合は、各地区のごみ収集所に出すことができます。

条 件 ①１ヵ月に出るごみの排出量が 100kg 以下であること
②収集所の管理者（区長）の承諾を得ていること（初めて申請する事業所は同意書が必要です）

品 目 可燃ごみ 不燃ごみ びん・缶・ペットボトル

出 し 方 指定袋 指定袋 収集所のコンテナへ

料 金 1,000 円
（10 枚入り）

1,000 円
（10 枚入り）

　　　　　　50kg 以下：1,000 円／月
　　　　　　50kg 超え：2,000 円／月

※可燃ごみ、不燃ごみについては、指定袋の購入をもって手数料となります。
※びん・缶・ペットボトルの料金は１年分の一括納入となります。
※古紙類、プラスチック製容器包装、紙製容器包装は、業者に依頼するか、施設への直接持込になります。

★申請用紙は住民環境課の窓口に用意してあります。
※平成23年に申請・許可している事業所には申請書をお送りしています。
申込期限　２月29日（水）まで
◎申込・問い合わせ先　住民環境課環境保全係　☎８２―３１１１（内線１２５）　有線８８―１０２５

定額制

税等のコンビニ納付開始
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納
付
書
の
様
式
変
更
に
つ
い
て

コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
き
な
い
も
の

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
注
意
事
項

納
め
忘
れ
な
ど
で
４
月
１
日
以
前

の
納
付
書
が
お
手
元
に
あ
る
場
合



◎
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
税
務
係

　

☎
８
２–

３
１
１
１

　
（
内
線
１
４
３
）

　

有
線
８
８–

１
０
３
３

◎
所
得
税
・
税
理
士
会
無
料
相
談

会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
税
務
署

　

☎
２
２–

１
２
３
４

付
に
な
る
場
合
）

○
そ
の
他
申
告
（
控
除
）
に
必
要

な
も
の

●
土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
が

あ
っ
た
方
、
青
色
申
告
の
方
、
消

費
税
を
申
告
さ
れ
る
方
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
（
平
成
23
年
以

降
入
居
）
を
受
け
る
方
は
、
町
の

申
告
会
場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
税
務
署
で
申
告
相
談
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類

○
世
帯
全
員
の
町
県
民
税
申
告
書

（
町
か
ら
郵
送
さ
れ
た
も
の
）

○
所
得
税
確
定
申
告
書
（
税
務
署

か
ら
郵
送
さ
れ
た
方
）

○
平
成
23
年
中
の
収
入
な
ど
が
分

か
る
資
料
（
世
帯
員
で
申
告
が

必
要
な
方
の
給
与
、
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

○
営
業
等
所
得
・
農
業
所
得
・
不

動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、
収
支

内
訳
書
（
事
前
に
収
入
・
支
出

を
ご
自
身
で
計
算
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
）

○
生
命
保
険
、
個
人
年
金
、
地

震
保
険
（
旧
長
期
損
保
も
控
除

対
象
に
な
り
ま
す
）
な
ど
の
支

払
証
明
書
、
国
民
年
金
や
社
会

保
険
料
な
ど
の
支
払
い
証
明
書
、

領
収
書
な
ど

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

そ
の
領
収
書
（
医
療
を
受
け
た

方
ご
と
に
、
病
院
・
薬
局
ご
と
、

年
間
分
の
支
払
い
額
を
ま
と
め

て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

○
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど

○
印
鑑
、
金
融
機
関
と
口
座
番
号

の
分
か
る
も
の
（
所
得
税
が
還

　

町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
２
月

上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
提
出
に

当
た
っ
て
は
、
直
接
役
場
１
階
総

務
課
税
務
係
に
ご
提
出
い
た
だ
く

か
、
郵
送
で
の
提
出
用
に
、
返
信

用
封
筒
（
切
手
不
要
）
が
同
封
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
の
記
入
に
当
た
っ
て
は
、

郵
送
さ
れ
た
申
告
書
に
「
平
成
24

年
度
町
民
税
・
県
民
税
申
告
の
手

引
き
」
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
申

告
の
種
類
・
記
入
方
法
・
注
意
事

項
な
ど
を
お
読
み
の
上
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
役
場
で
の
申

告
相
談
を
、
下
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
期
限
間
際
は
、
大
変

込
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

期
間　

２
月
16
日（
木
）～

　
　
　

３
月
15
日（
木
）

　
　
　
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所　

役
場
１
階 

第
１
会
議
室

町
県
民
税
の
申
告

申
告
相
談
の
ご
利
用
を

税
理
士
会
が
行
う
無
料
申
告
相
談
・
青
色
コ
ー
ナ
ー

　

関
東
信
越
税
理
士
会
上
田
支
部

で
は
、下
記
の
日
程
で
小
規
模
事
業

所
得
者
、給
与
所
得
者
、年
金
受
給

者
な
ど
の
方
を
対
象
と
し
た
無
料

申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、上
田
税
務
署
管
内
青
色

申
告
連
合
会
で
は
、青
色
申
告
の
制

度
や
、記
帳
方
法
等
の
説
明
な
ど
が

受
け
ら
れ
る「
青
色
コ
ー
ナ
ー
」を

３
月
６
日（
火
）か
ら
９
日（
金
）の

間
、上
田
市
民
会
館
に
設
置
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　

２
月
16
日（
木
）
～

　
　
　

３
月
13
日（
火
）

　
　
　
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
・
正
午

    

～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所　

上
田
市
民
会
館

対
象
者

①
小
規
模
事
業
所
得
者
等（
消
費

税
申
告
含
む
）

②
給
与
所
得
者
及
び
年
金
受
給
者

※
い
ず
れ
も
譲
渡
所
得
の
あ
る
者

を
除
く

6

申
告
期
限
は
３
月
15
日（
木
）ま
で

所
得
税・町
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
、
平
成
24
年
度
町
県
民
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
役
場
で
の
申
告
相
談
受
付
は
２
月
16
日（
木
）

か
ら
３
月
15
日（
木
）ま
で
で
す
。
申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
前
に
領
収
書
な
ど
を
ま
と
め
て
お
き
、
早
め

に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。



電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
年

で
す
。
有
効
期
限
切
れ
の
場
合
は
、

新
た
に
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
税
務
署

　

☎
２
２–

１
２
３
４

付
申
告
は
、
早
期
処
理
さ
れ
、
３

週
間
程
度
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

　

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
は
、

24
時
間
い
つ
で
も
利
用
が
可
能
で

す（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
く
）。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
準
備

　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は
、
電

子
証
明
書
の
取
得
（
手
数
料
が
必

要
）
と
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
購
入
な
ど
の
事
前
準

備
が
必
要
で
す
。

　

電
子
証
明
書
を
既
に
取
得
さ
れ

て
い
る
方
は
、
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
の

ａ
ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領

収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
、
そ

の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
書
類
の
提
出
又

は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
、
税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
又

は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。

還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還

と
が
で
き
ま
す
（
控
除
を
受
け
ら

れ
る
の
は
、
平
成
19
年
分
か
ら
24

年
分
の
間
で
１
回
の
み
）。

添
付
書
類
を
提
出
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―
Ｔ

最
高
４
千
円
の
税
額
控
除

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
、
本
人
の
電
子
署
名
及
び

電
子
証
明
書
を
付
し
て
、
申
告
期

限
内
に
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら

最
高
４
千
円
の
控
除
を
受
け
る
こ

第
七
回 

坂
城
古こ

雛び
な

ま
つ
り
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

開
催
期
間　

２
月
18
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　

４
月
15
日
（
日
）

場
所　

坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
、

鉄
の
展
示
館
及
び
坂
城
駅
周
辺

の
商
店
な
ど

開
館
時
間

　

歴
史
館
・
展
示
館
と
も
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
最
終
入
館
は

４
時
30
分
ま
で
）

入
館
料　
　

・
ふ
る
さ
と
歴
史
館
…
１
０
０
円

・
鉄
の
展
示
館
…
４
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

※
鉄
の
展
示
館
入
館
後
は
坂
木
宿

ふ
る
さ
と
歴
史
館
は
無
料
。
坂
木

宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
入
館
後
の

鉄
の
展
示
館
入
館
料
は
３
０
０
円

※
駅
前
商
店
街
の
各
展
示
会
場
に

つ
い
て
は
、
営
業
時
間
や
休
日

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

◆
お
雛
さ
ま
と
坂
木
宿
を
め
ぐ
る

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

　

坂
木
宿
ふ
れ
あ
い
ガ
イ
ド
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
お
雛
さ
ま
と

坂
木
宿
の
史
跡
を
め
ぐ
る
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
で
す
。

日
時　

　

ま
つ
り
期
間
中
の
毎
週
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

　
（
受
付
９
時
30
分
～
）

集
合
場
所　

　

坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　

※
参
加
費
４
０
０
円
（
入
館
料

含
む
）・
当
日
受
付

◆
抹
茶
接
待
（
無
料
）

　

ま
つ
り
期
間
中
の
毎
週
日
曜
日

に
は
、
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史

館
で
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

日
時

　

ま
つ
り
期
間
中
の
毎
週
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
鉄
の
展
示
館

　

☎
・
有
線
８
２–

１
１
２
８

・
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　

☎
・
有
線
８
２–

４
１
９
３

会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト

7

自
宅
に
居
な
が
ら
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
は 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で

　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
自
宅
に
居
な
が
ら
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
し
て
、
確
定
申
告
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
税
額
控
除
や
添
付
書
類
の
省
略
な
ど
の
利
点
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ  

ー 

タ 

ッ 

ク 

ス
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４
月
１
日
か
ら

坂
城
町
循
環
バ
ス 

上
田
行
き
路
線
運
行
開
始

鼠
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
、
坂
城
町
循
環

バ
ス
南
ま
わ
り
の
第
１
便
と
、
北
ま

わ
り
の
第
５
便
が
、
上
田
市
内
に

乗
り
入
れ
ま
す
。
毎
週
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
間
で
運
行
し
、
上
田

市
内
の
バ
ス
停
は
、
塩
尻
・
下
秋
和
・

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
３
か

所
に
設
置
し
ま
す
。

　

料
金
は
、
町
内
と
市
内
を
ま
た
が

る
乗
降
の
場
合
は
４
０
０
円
、
町
内

で
の
乗
降
は
、
現
行
ど
お
り
２
０
０

円
、
同
様
に
市
内
で
の
乗
降
に
つ
い

て
も
２
０
０
円
で
す
。
中
学
生
、
65

歳
以
上
、
介
助
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
運

賃
が
半
額
と
な
り
、
障
害
者
と
小
学

生
以
下
は
無
料
で
す
。

　

上
田
行
き
の
南
ま
わ
り
第
１
便

と
、
北
ま
わ
り
第
５
便
は
、
町
内

の
一
部
の
バ
ス
停
に
停
車
し
な
く
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
３
月
に
バ
ス

の
時
刻
表
を
各
戸
に
配
布
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
建
設
課
都
市
・
公
園
係

　

☎
８
２–

３
１
１
１

　
（
内
線
１
７
７
）

　

有
線
８
８–

１
０
１
７

・（
有
）信
州
観
光
バ
ス
坂
城
営
業
所

　

☎
８
１–

２
１
２
１

※
こ
の
取
組
み
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
の
行
動
目
標
の
ひ

と
つ
で
す
。

利
用
料
金
に
つ
い
て

町
内
運
行
も
一
部
変
更
に

　

建
替
え
を
進
め
て
き
た
鼠
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）が

完
成
し
ま
し
た
。
鼠
宿
の
歴
史
の
趣

を
感
じ
さ
せ
る
外
観
と
、
快
適
な
内

装
の
、
素
晴
ら
し
い
公
民
館
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
た
、
宝
く
じ
の
収
益
に
よ

る
助
成
金
と
、
町
か
ら
の
補
助
金
を

使
い
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

イトーヨーカドーあんしんお届け便　日程変更
　１月16日から、イトーヨーカ堂の移動販売「イトーヨーカドーあんしんお届け便」の運行日程が下表のとおり変
更となりました。セブン-イレブン・ジャパンの「セブンあんしんお届け便」の日程は変更ありません。

イトーヨーカドーあんしんお届け便【１月16日変更】

セブンあんしんお届け便【変更なし】

9:45~10:15 10:30~10:50 11:15~11:45 12:00~12:30 12:45~13:15 14:30~14:50 15:15~15:45

月 泉区
公民館

入横尾
公民館

四ツ屋
公民館

月見区
集会所

温泉スタンド
（上平）

南日名
公民館

北日名
公民館

木 泉区
公民館

御所沢
区民広場

四ツ屋
公民館

月見区
公民館

温泉スタンド
（上平）

ともいき
ライフ月影

北日名
公民館

11:00~11:30 12:00~12:30 13:00~13:30 14:00~14:30 15:00~15:30 16:00~16:30

水 黄金橋前 入横尾公民館 泉区公民館 金井ひろば 御所沢区民広場 役場北駐車場

木 金井ひろば 役場北駐車場 北日名公民館 南日名公民館 坂端公民館

◎イトーヨーカドー  アリオ上田店 ☎２７－６６１１　◎セブン－イレブン信州鞍掛店 ☎６４－４８３２
◎産業振興課商工観光係 ☎８２－３１１１（内線１５３）　有線８８－１０３９



認
し
、
町
へ
連
絡

⑥
町　

工
事
完
了
を
確
認
し
、
区

へ
補
助
金
を
交
付

※
こ
の
ほ
か
に
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・

防
護
柵
な
ど
の
交
通
安
全
施
設

や
、
防
犯
灯
の
設
置
に
も
取
組

ん
で
い
ま
す
。

て
、
翌
年
２
月
末
ま
で
の
取

り
ま
と
め
を
依
頼
。

②
区　

工
事
要
望
箇
所
を
取
り
ま

と
め
、
２
月
末
ま
で
に
町
へ
申

請

③
町　

申
請
内
容
を
確
認
し
、
現

地
調
査
日
程
案
作
成
→
４
月

下
旬
に
各
区
ご
と
に
現
地
調

査
実
施

④
町　

現
地
調
査
に
基
づ
き
、
概

算
見
積
を
行
い
、
６
月
初
旬
ま

で
に
予
算
額
の
範
囲
内
で
工
事

実
施
箇
所
を
決
定
→
設
計
書

を
作
成
し
、
各
区
に
工
事
施
工

指
示
書
と
設
計
書
を
配
布

⑤
区　

施
工
指
示
書
と
設
計
書
に

よ
り
、
建
設
業
者
等
へ
発
注

→
工
事
完
了
後
、
完
了
を
確

に
、
区
か
ら
の
要
望
順
位
に
沿
っ

て
実
施
箇
所
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

町
単
独
の
補
助
事
業
の
た
め
、

財
源
は
町
の
一
般
財
源
で
す
。
毎

年
度
、
各
区
か
ら
の
要
望
も
多
く
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
優
先
順
位

を
定
め
、
事
業
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
建
設
課
と
産
業
振
興
課
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

①
町　

11
月
下
旬
の
区
長
会
の

際
、
各
区
長
さ
ん
に
、
次
年

度
の
工
事
要
望
箇
所
に
つ
い

に
よ
る
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き

た
た
め
、
町
か
ら
各
区
へ
補
助
金

を
交
付
し
、
区
が
建
設
業
者
に
発

注
し
て
、
工
事
を
実
施
す
る
方
法

に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
単
補
助
事
業
の
申
請
は
、
住

民
個
人
か
ら
で
は
な
く
、
各
区
か

ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。
基
本
的

　

以
前
は
、
小
規
模
な
道
路
舗
装

や
水
路
整
備
に
つ
い
て
、
町
か
ら

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
、
Ｕ
字
溝
な

ど
の
原
材
料
を
支
給
し
て
、
各
区

の
官
役
作
業
な
ど
で
施
工
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
会
社
勤
め
の
住
民

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
官
役
作
業

町
か
ら
の
補
助
金
で

区
が
実
施
す
る
工
事
で
す

財
源
に
つ
い
て

町
単
補
助
事
業
の
流
れ

申
請
は
各
区
か
ら

平成23年度の実施状況

実施箇所内訳

申請箇所数 実施箇所数
建設課 １３８ ３９
産業振興課 ５４ ２３

水路新設 水路改良 道路改良 その他
建設課 ５ ２１ １０ ３
産業振興課 ２ １１ ７ ３

小網  六ヶ郷用水東  道路改良 ( 建設課 )

込山  岡の原地区  水路改良 ( 建設課 )

鼠  御殿裏地区  道路改良（産業振興課）

日名沢 滝の沢線横水路  水路改良（産業振興課）

9

町
単
補
助
事
業
は　

各
区
か
ら
の
申
請
に
よ
り

道
路・水
路
の
改
良・新
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

　

町
単
補
助
事
業
は
、
各
区
か
ら
要
望
さ
れ
た
道
路
・
水
路
な

ど
の
新
設
・
改
良
・
改
修
に
つ
い
て
、
町
か
ら
各
区
に
補
助
金

を
交
付
し
、
区
が
主
体
と
な
っ
て
工
事
を
行
う
も
の
で
、
水
路

の
部
分
的
な
改
良
と
い
っ
た
、
身
近
な
要
望
箇
所
に
つ
い
て
対

応
が
可
能
な
事
業
で
す
。
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子ども茶の湯教室 参加者募集
　町公民館では、小中学生を対象に

「子ども茶の湯教室」を開催します。
　おいしいお茶のたて方と、落ち着
きある正しい姿勢、集中力を身につ
けることができます。茶の湯を通して、
日本文化に触れてみましょう！
日時　３月３日（土）
　　　午前 10 時～正午
場所　文化の館（中之条）
受講料　１００円
◎申込・問い合わせ先
　文化センター内 町公民館
　☎８２－２０６９
　有線８２－６６３７

献血にご協力を
　移動採血車が下記日程で保健セン
ターに来ます。今回は全血献血です。
皆さんのご協力をお願いします。
日時　２月 28 日（火）
　　　午前９時 30 分～11 時 30 分
場所　保健センター
◎問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

北信地区就職面接会
　平成 24 年３月に大学、短大、専
修学校、高校等の卒業予定者及び
40 才未満の一般求職者を対象とし
た就職面接会を、ハローワーク長野
・篠ノ井・飯山・須坂合同により開
催します。
日時　２月 20 日（月）
　　　午後１時～４時 30 分
　　　（受付開始：正午）
場所　メルパルク長野
◎問い合わせ先
　ハローワーク篠ノ井
　☎０２６－２９３－８６０９

スター混声合唱団
チャリティトーク＆コンサート
　国際ソロプチミスト千曲では、乳
がんを克服し、がんに対する啓発活
動に取組むタレント・山田邦子さん
を団長に（副団長：鳥越俊太郎さん）、
タレント、女優、歌手、デザイナー
などで結成されたチャリティー合唱団

「スター混声合唱団」による、チャリ
ティトーク＆コンサートを開催します。
日時　３月 24 日（土）
　　　午後１時 20 分開場
　　　　　１時 45 分開演

（午後０時 30 分からバザーも開催）
場所　更埴文化会館あんずホール
入場料　2,500 円（全席自由）
※収益金は、坂城町・千曲市の児童
館・児童センターに寄付させていた
だきます。
◎問い合わせ先
　国際ソロプチミスト千曲
・中村さん　☎ 090－3260 － 3515
・日置さん　☎８２－２２５８

自殺対策強化月間
上田紀行氏講演会

　３月は『自殺対策強化月間』です。
自ら命を絶ってしまう自殺者が全国
で年間３万人を超える今、自殺は身
近な社会問題です。長野精神保健福
祉協議会では、生きることとは何か、
また自殺のない社会づくりについて、
みんなで一緒に考える機会として講
演会を開催します。
日時　３月７日（水）
　　　午後６時 30 分～８時 30 分
場所　ホクト文化ホール　小ホール
演題　「生き心地の良い社会へ～　
かけがえのないあなたに～」
講師　上田紀行さん（東京工業大学
　リベラルアーツセンター教授）
参加費　無料
定員　300 人
◎申込・問い合わせ先
　長野精神保健福祉協議会
　☎０２６－２２５－９０４５
　FAX０２６－２２３－７６６９

新春経済講演会「大転換期における経営の本質を考える」
― 企業のイノベーション戦略に向けて ―

　平成24年は、20世紀から真に21世紀となる
べき転換のとても重要な年です。更に、21世
紀はアジアの時代といわれています。いよいよ
我々の地域に、人類史的脚光を浴びる時が来た
ともいえます。その時、企業と人間は何を重視
し、何を行うべきか。
　今回の新春経済講演会は、東洋倫理学、東洋
リーダーシップ論の第一人者で、多くの企業変
革指導や、地方自治体等での講演など、多方面
で活躍されている田口佳史さんを講師にお迎え
し、ご講演いただきます。

日時　２月10日（金）午後３時～５時
場所　坂城テクノセンター　参加費　無料
◎問い合わせ先　(財)さかきテクノセンター　☎・有線８２－０００１

講師：田口佳史さん

広　告　枠
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2月は
国民健康保険税(普通徴収･第８期)
介護保険料(普通徴収･第８期)

の納入月です
２月の納期限は２月29日（水）
　納期限までに最寄りの金融機関で
納入してください。口座を登録されて
いる方は２月 29 日（水）に指定口座
より振替をしますので、振替日前日
までに残高をご確認ください。
　新たに口座を登録される方や変更
を希望される方は２月17 日（金）ま
でに下記へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　総務課収納推進係
　 ☎８２−３１１１（内線１４２）
　有線　８８−１０３２

子ども手当の認定請求書の
提出はお済みですか？

　昨年 10 月からの子ども手当制度
変更に伴い、昨年 10 月分からの子
ども手当を受け取るためには『認定
請求書』の提出が必要です。提出が
済んでいない受給者の方は、福祉健
康課福祉係へ提出してください。認
定請求書は、すでに送付してありま
すが、紛失された場合は、ご連絡く
ださい。
※平成 24 年３月末までに申請がな
いと、昨年 10 月分からの手当を受
け取ることができません。
◎問い合わせ先
　福祉健康課福祉係
　☎８２－３１１１（内線１３６）
　有線８８－１０２８

児童館（児童クラブ）登録児募集
　南条・坂城・村上の各児童館では、
平成 24 年度の児童クラブ登録児童
を募集しています。希望される方は、
各児童館へお申し込みください。申
請書は各児童館又は、教育文化課学
校教育係（文化センター２階）にあり
ます。
申込期限　３月９日（金）
◎申込・問い合わせ先
・南条児童館  ☎・有線８２－７７１２
・坂城児童館  ☎・有線８２－７９６６
・村上児童館  ☎・有線８２－８３２３
・教育文化課学校教育係
　☎８２－２０６９
　有線８８－１０１２

千曲・坂城地域自立支援協議会
「障がい者フォーラム」開催

　千曲・坂城地域自立支援協議会で
は、講演会と障がいを持つ仲間たち
による演奏の発表や、自主製品の販
売を行う「障がい者フォーラム」を
開催します。
日時　２月４日（土）
　　　午後１時～３時 30 分
場所　千曲市総合観光会館２階大会議室
講師　遊木正俊さん（篠ノ井橋病院長）
演題　こころの病を どう支えるか！
参加費　無料
※手話通訳があります。
◎問い合わせ先
　千曲・坂城障がい者（児）相談支援室
　☎・FAX　０２６－２７５－０５４８

シニア大学・更埴地区老人大学
学生募集

　長野県シニア大学と、更埴地区
老人大学は、それぞれ平成 24 年度
の学生を募集します。各種の学習活
動を通じ、高齢者としての教養を深

め、お互いの仲間づくりと、人間性
豊かな、生きがいある生活を送るた
め、概ね 60 才以上の方を対象に毎
年実施しています。
募集締切
・シニア大学…２月 29 日（水）
・更埴地区老人大学…３月９日（金）
※更埴地区老人大学は、坂城町・千
曲市の在住の方のみ対象
◎申込・問い合わせ先
　福祉健康課福祉係
　☎８２－３１１１（内線１３２）
　有線８８－１０２８

農地相談会の開催
　町農業委員会及び町農業支援セン
ターでは、農地についての無料相談
会を開催します。農地についての疑
問、困っていることや、農地を貸し
たい・借りたいといった希望などがあ
りましたら、ご相談にお出かけくだ
さい。
日程・場所　
・２月６日（月）　ＪＡちくま南条店
・２月７日（火）
　　ＪＡちくま中之条地区センター
・２月８日（水）　役場第３会議室
・２月９日（木）　ＪＡちくま村上店
時間　各会場 午前 10 時～正午
相談員　町農業委員
◎問い合わせ先
　町農業委員会事務局
　（産業振興課内）
　☎８２－３１１１（内線１５６）
　有線８８－１０４０

県営住宅
県下統一入居者募集

受付期間
　２月 22 日（水）～３月２日（金）
◎受付場所・問い合わせ先
　長野県住宅供給公社住宅管理部
　☎０２６－２２７－２３２２

インフォメーション

広　告　枠



瀧澤民雄さんがアスパラガスで農林水産大臣賞

さかきふれあい大学　菅谷松本市長講演会

久保真弓さんが農村女性きらめきコンクールで優秀賞

14

　アスパラガス生産者でJAちくまアスパラガス部会長の
瀧澤民雄さんが、第51回農林水産祭参加の長野県野菜品
質向上共進会「平成23年長野県アスパラガス立毛品評会」
において、農林水産大臣賞を受賞されました。
　瀧澤さんは、平成18年の就農以来、アスパラガスを中
心とした農業経営をされており、パソコン活用による経
営分析や作業の効率化、また、防除機の独自改良など、
就農以前の企業経験を活かした様々な取組みをされ、10
アールあたり2.8トンという特筆すべき高い収量をあげら
れています。今回の受賞は、こういった取組みと、その
成果が評価されたものです。

　１月22日（日）、文化センター大会議室を会場に、さか
きふれあい大学教養講座として、松本市長の菅谷昭さん
による講演会が開催されました。「福島第一原発事故に
おける放射線被曝の長期的課題—チェルノブイリ原発
事故医療支援の経験を通して—」を演題に、医師として、
チェルノブイリ原発事故後のベラルーシ共和国に滞在
し、医療支援活動をされたご経験を基にお話しいただき
ました。
　講演の中では、最初に、スライドを見ながら、原子力
災害とはいったいどんなものなのかを、原発事故後にベ
ラルーシで起きた、子どもの甲状腺がんの問題を中心に
お話しいただき、次いで、福島の現状について、事故後
数十年が経過したベラルーシの現状と比較しながら、放射性物質で汚染された国土の除染の難しさや、今後自治
体（市町村・県・国）が取り組むべき、長期汚染調査や健康追跡調査の必要性について、分かりやすくご説明いた
だきました。
　最後には「原子力災害が起き、国土・海洋が汚染されてしまった現実を真正面から受け止める姿勢を持ち、福島
に対し何ができるかを考え、相互に支えあうことが大切。また、原子力災害について、各自がよく理解し、放射
能汚染による健康被害（主に子ども・妊産婦の）については、我々自身が注意して対応する必要がある」と、原発事
故後の国民的意識醸成の必要性について話されました。

　長野県の平成23年度農村女性きらめきコンクール「農
業経営活動の部」において、久保真弓さんが優秀賞（長野
県農業会議会長賞）を受賞されました。
　久保さんは、平成４年の就農以来、農村女性ネットワー
クの仲間や、ご家族とともに、りんご・ぶどうの収益増
加に取組んでおられ、その功績により今回の受賞となり
ました。久保さんは「久保家のりんごやぶどうは美味し
いと言ってくださる方々のためにも、今後も、安心安全
を基本に、またお客様との交流も大切にしながら、小さ
な農家でもりんご作りをしていけることを実証していき
たい」と話されました。 表彰式の様子（写真右：久保さん）



カメラリポート

小中学生からトルコへ震災応援メッセージを

スキー・スノーボード教室開催

千曲川に白鳥が

15

　町内小中学生が作成したトルコ震災への応援メッセージ
を、日本トルコ文化交流会のウグル・ユジェル会長へ直接
お渡しできることとなり、昨年末の12月27日（火）に、同会
からウグル・ユジェル会長と、ダニシマズ・イリディリス副
理事長、ムスタファ・アルスランさん（バハール・エデュケー
ション代表取締役）の３名が来町されました。
　当日は、坂城小学校の体育館を会場に、交流会が開か
れました。会のなかでは、メッセージの贈呈と、小学生か
ら歓迎の和太鼓演奏・合唱が行われたほか、ウグル会長
から、トルコの文化・歴史と震災についてのお話しがあり
ました。ウグル会長は「このようなメッセージをいただき、
大変感謝しています。メッセージは被災地の小学校に贈り、
皆さんの気持ちを伝えます」と話されました。

　1月15日（日）、菅平高原パインビークスキー場を会場に、町内
小学校4年〜 6年生と中学生を対象にした、スキー・スノーボー
ド教室が開催されました。
　初級クラスの子どもたちは、午前中、講師からほぼマンツー
マンで講習を受け、最初はちょっと動くだけでも、おっかなびっ
くり慎重に滑っていましたが、午後には、リフトに乗って緩斜面
を降りてこられるまでになりました。また、中級クラスの子ども
たちも、講師から一人ひとり滑り方を確認しながらの講習を受け、
皆それぞれに楽しみながら、スキー・スノーボードが上達したよ
うです。

　1月17日（火）、昭和橋と笄橋の中間あたりの千曲川に、白鳥6
羽が飛来しました。おそらくコハクチョウと思われる白鳥が6羽、
川の中程で休んでいました。白鳥たちは、北方から飛来し、3月
ぐらいまで本州で過ごし、暖かくなってきた頃に、また北へと戻っ
ていくそうです。

　昨年もこの時期、鼠橋付近の千曲川で休むコハクチョウの姿
を見ることができました。なかなか姿を見ることのできない珍し
いお客さまですが、また出会うことができるでしょうか。

ウグル会長（写真右）へメッセージを手渡す児童たち

▼小中学生の作成した応援メッセージの一部
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昨
年
中
、町
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
、発

生
件
数
、傷
者
数
、死
者
数
の
す
べ
て
が
、一
昨
年

比
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

昨
年
12
月
、南
条
の
国
道
で
、歩
行
者
が
命
を
落

と
す
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。自
動
車

の
運
転
中
の
注
意
は
も
ち
ろ
ん
、歩
行
中
も
、自

動
車
が
来
て
い
な
い
か
な
ど
に
十
分
気
を
つ
け
、

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、自
分
の
身
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
12
月
中
に
発
生
し
た
事
件
は
▼
工
事
現

場
か
ら
投
光
器
が
盗
ま
れ
る
窃
盗
▼
車
上
狙
い
▼

自
転
車
盗
の
計
３
件
が
発
生
し
ま
し
た
。な
お
、昨

年
中
坂
城
町
交
番
で
受
理
し
た
被
害
届
は
63
件
で

し
た
。

　

昨
年
末
か
ら
、千
曲
警
察
署
管
内
で
は
、忍
び

込
み
事
件
が
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。発
生
の
時

間
帯
は
深
夜
で
す
。夜
、お
休
み
に
な
る
際
に
は
、

必
ず
ド
ア
や
窓
に
鍵
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

最
近
の
事
件
の
傾
向

交
通
事
故
に
注
意
！
　

「家庭科の授業でも町にお世話になっています」
坂城高等学校　家庭科　神田泰子 先生

食育だより食育だより食育だより 食育・学校給食センター☎・有線８２－２５５９食育・学校給食センター☎・有線８２－２５５９

健康なからだをつくろう
成長期に適切な栄養をとり、健康の
維持増進を図る。

食事の重要性を知ろう
食事の大切さ、楽しさ、そして食べ
ることのよろこびを知る。

望ましい食習慣を身につけよう
望ましい食事のとり方を、給食を
手本にしながら学ぶ。

感謝の心を持とう
自然の恵みである食物を大切にし、
食物の生産・流通にかかわる人の仕事
に感謝する。

食文化に関心を持とう
地域の産物、食にかかわる日本や
世界の伝統や歴史に関心を持ち、
尊重できる。

食品を選択する力をつけよう
食べ物に適切な関心をもち、正しい
知識や情報から、必要性や安全性の
判断ができる。

社会性を養おう
食事のマナーや明るい社交性を身に
つけ、他人を気づかい、学校生活を
豊かにする。

学校給食　こんなめあてがあります！学校給食　こんなめあてがあります！学校給食　こんなめあてがあります！

　

日
ご
ろ
か
ら
、
町
の
皆
さ
ま
に
は
様
々
な
場
面

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
学
年
ご
と
の
行
事
で
は
、
１
学
年
で

の
保
育
実
習
や
２
学
年
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
家

庭
科
の
授
業
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。

　

家
庭
科
の
選
択
科
目
の
中
に
、「
フ
ー
ド
デ
ザ

イ
ン
」「
発
達
と
保
育
」
と
い
う
科
目
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
３
学
年
で
の
選
択
科
目
で
す
。
昨
年
度

か
ら
、
両
方
の
科
目
で
町
の
食
育
・
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
と
坂
城
保
育
園
へ
お
邪
魔
し

て
、
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
６
月

と
10
月
の
２
回
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で

給
食
を
食
べ
た
り
、
管
理
栄
養
士
の

八
巻
さ
ん
の
栄
養
に
つ
い
て
の
講
義

を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。
中
学
校
ま

で
、
毎
日
食
べ
て
い
た
給
食
が
、
ど

の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
手
順
で
作
ら
れ
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
授
業
で
は
、
栄
養
の
こ

と
を
学
ん
だ
り
、
調
理
実
習
を
し
た

り
し
て
い
る
の
で
、
来
年
度
は
授
業
で
考
え
た
献

立
を
給
食
の
献
立
に
生
か
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

学
習
を
深
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
発
達
と

保
育
」
で
は
、
授
業
の
中
で
、
紙
芝
居
作
り
や

お
話
の
朗
読
に
力
を
入
れ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

12
月
に
坂
城
保
育
園
の
皆
さ
ん
を
相
手
に
、
作

成
し
た
紙
芝
居
を
用
い
て
、
朗
読
を
し
ま
し
た
。

園
児
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
よ
く
聞
い
て
く
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
１
学
年
の
保
育
実
習
と
は
異
な
っ

た
形
で
、
園
児
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
た
り
、
一
緒

に
何
か
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
中
で
、「
発
達
と

保
育
」
の
授
業
内
容
を
深
め

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
に
あ
る
施
設
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
本
校
の
授
業

内
容
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
し
、

将
来
を
考
え
て
行
く
上
で
も
、

地
域
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と

は
、
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
形
で
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

食育・学校給食センターでの学習

風邪に強くなる食事 ２月に入り、まだまだ寒い日が続きます。栄養を十分にとって、風邪に
負けない丈夫な体をつくりましょう。

たんぱく質を
たくさんとろう 油を上手に利用しよう ビタミンＡを

たっぷりとろう ビタミンＣを毎日とろう

たんぱく質は、寒さに対す
る抵抗力を強めます。肉、
魚、卵、牛乳、豆腐など
をたくさん食べましょう。

少しの油で、たくさんのエ
ネルギーを出し、からだを
温めます。天ぷらや炒め物
などに上手に使って食べま
しょう。

鼻やのどの粘膜や皮膚を強
くして、ウイルスが入るの
を防ぎます。ほうれん草、
にんじん、レバーを油で料
理して食べましょう。

ビタミンＣは、寒さを防ぐ
ホルモンを助けます。サラ
ダや大根おろし、さつまい
も、みかんなど、野菜や果
物を食べましょう。
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2月の子育てグループの予定
2月の行事予定

グループに申し込まれた方は次のグループに
お出かけください。 ［時間正確に集合してください］

子どもは風の子

２月３日は節分です！

　一年で最も寒い季節ですが、
子どもは外が大好き。一日に
一度は、ジャンパー、帽子、手袋で暖かい身支度を

して、外遊びの機会をつ
くってあげましょう。寒
さの中の活発な遊びは、
心肺機能を高め、丈夫な
心身を育てます。

「鬼は外！ 福は内！」と、大
きな声で豆まきをしましょう。

手あそび ♪鬼のパンツ
♪鬼のパンツはいいパンツ	 つよいぞ つよいぞ
　トラの毛皮で出来ている	 つよいぞ つよいぞ
　５年はいても破れない	 つよいぞ つよいぞ
　10 年はいても破れない	 つよいぞ つよいぞ
　はこう はこう 鬼のパンツ	 はこう…（繰り返し）
　あなたも私も　あなたも私も　みんなではこう
　鬼のパンツ！（フニクリフニクラのメロディで）

子育て支援センターの
ボランティアさん募集中！

一度見学してみませんか？

赤ちゃん小組（水曜日）
  １日：豆まき　８日：雪あそび
15 日：ママストレッチ
22 日：ねんどあそび
29 日：おひな様クッキング
リーダー：真柴春香さん

リズム小組（第 1・3 金曜日）

 ３日：お休み
17 日：親子リズム
リーダー：西澤典子さん

スコーレ母親教室（第 2 火曜日）

14 日：金子先生と子育てトーク
リーダー：太田とよ子さん

いっぱいあそぼうグリとグラ（第2・4金曜日）

10 日：手遊び・ゲームであそぼう！
24 日：料理教室
リーダー：直江麻衣さん

みぃつけた！（第1・3火曜日）

７日・21 日：お名前呼び、赤ちゃん体操、
                   あそび
リーダー：中嶋宏子さん

日程 内　容 時　間

１日㈬ 図書の交換日
前日までに本をお返しください 午前10時

２日㈭ １才までの子育とあそび⑤
持ち物：バスタオル、おむつ、ミルク 午前10時

９日㈭ おひな様製作 午前10時

13日㈪ 子育てを考える会 午後１時30分

16日㈭ おはなしでてこい 午前10時

20日㈪ 歯科衛生講座 午前10時

21日㈫ マザーリーフの会 午後１時30分

25日㈯ 開館日・親子の日 午前９時30分

28日㈫ ２才あそび教室 午前10時
今月の相談日

支援センターでの相談（細江相談員）午後 5 時まで
７日：午前９時～、14日・21日：午後２時～、28日：午前９時〜

保育園での相談
細江相談員 酒井相談員

南条 21日㈫ 9:00 ～13:00 １日㈬ 9:00 ～17:00
29 日㈬ 9:00 ～13:00

坂城 14 日㈫ 9:00 ～13:00 ８日㈬ 9:00 ～17:00
村上 24 日㈮ 9:00 ～13:00 22 日㈬ 9:00 ～13:00
保育園栄養士による食育相談…随時
　お申し込みにより日時を決めて行います。離乳食、幼児食、
　食べ方など、気軽にご相談ください！

センターへ遊びにきたい方へ
土曜・日曜・祝祭日以外は開館しています。サークルのある日でも遊べます。

（午前９時～正午　午後２時～４時30分）
親子の昼食のお弁当を持ってきて、食育コーナーで食べられますよ。
★２月の土曜開館日：25日（午前９時～正午）
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会
員
が
国
内
の
道
路
で
、
自
動
車
・
自
転
車

運
転
中
の
事
故
や
、
歩
行
中
に
自
動
車
・
自
転

車
と
の
接
触
事
故
に
よ
り
人
身
に
災
害
を
受
け

た
場
合
、
事
故
発
生
日
か
ら
１
年
以
内
の
通
院

や
入
院
な
ど
災
害
の
程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
組
合
長
さ
ん
が
配
布
し
た
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

坂
城
町
に
お
け
る
見
舞
金
の
支
給
状
況

　

坂
城
町
で
は
、
平
成
23
年
中
に
43
件
・

2
3
5
万
円
の
見
舞
金
の
支
払
い
が
あ
り
ま
し

た
。

申
込
方
法

　

申
込
は
組
合
長
さ
ん
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
2
月
29
日
（
水
）
ま
で
に
会
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

役
場
で
の
受
付
期
間

　

３
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
て
も
役
場
住
民
環
境
課
窓
口
で

随
時
加
入
で
き
ま
す
。

会
費　

年
間
１
人
５
０
０
円

加
入
資
格

　

町
内
在
住
者
・
町
内
事
業
所
在
勤
者

共
済
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

　

☎
８
２–

３
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　

有
線
８
８–

１
０
２
４

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

当番医（医科・歯科）

２月の健診

2月5日㈰ よしだ内科クリニック【上 五 明】 ☎・有線　  81−1330
岡田外科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026）272−2828
かつの耳鼻咽喉科【千 曲 市 粟 佐】 ☎（026）274−3387
渡辺歯科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026）272−1313

11日㈯ 安里医院 【千 曲 市 内 川】 ☎（026）275−7800
中沢内科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026）272−1013
坂口整形外科 【千 曲 市 屋 代】 ☎（026）273−8680
柳沢歯科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026）273−5638

12日㈰ 二階堂医院 【千 曲 市 磯 部】 ☎（026）275−5582
千曲中央病院 【千曲市杭瀬下】 ☎（026）273−1212
宮坂歯科医院 【千 曲 市 小 島】 ☎（026）272−0133

19日㈰ とも泌尿器科クリニック【千 曲 市 磯 部】 ☎（026）261−5815
島谷医院 【千曲市杭瀬下】 ☎（026）273−1201
鴇沢内科クリニック【千 曲 市 屋 代】 ☎（026）272−3713
林歯科医院 【千曲市上山田】 ☎（026）275−1064

26日㈰ 中島産婦人科小児科【千曲市上山田】 ☎（026）275−0111
飯島医院 【千 曲 市　 中】 ☎（026）272−0269
おの内科小児科クリニック【千 曲 市 寂 蒔】 ☎（026）261−3660
宮島歯科医院 【千 曲 市 粟 佐】 ☎（026）273−3064

3月4日㈰ 松尾医院 【立 町】 ☎・有線　  82−2013
中沢医院 【千 曲 市 小 島】 ☎（026）272−0131
安川整形外科クリニック【千 曲 市 屋 代】 ☎（026）273−6611
大塚歯科クリニック【千曲市上山田】 ☎（026）276−5508

※診療時間　医科：午前 9 時〜午後 5 時　歯科午前 9 時〜正午
※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される場合

は電話、新聞などで確認をしてください。

保健センター ☎82−3111（内線511、512）
有線　88−1047

☆乳幼児健診☆（実施場所は保健センター）

・４か月健康診査　23日（木）午後１時集合　平成23年10月生
・７か月健康相談　22日（水）午前９時集合　平成23年７月生
・10か月健康相談　21日（火）午前９時集合　平成23年４月生
・１歳児健康相談　10日（金）午前９時集合　平成22年12月生〜平成23年１月生
・１歳６か月児健康診査　15日（水）午後1時集合　平成22年6月生〜 7月生

相談日　　　 2月
相談 日時 / 場所

心配ごと
相　　談

10日㈮
20日㈪

午前９時〜正午

役場第４会議室（３階）

10日・20日とも司法書士による法律相
談を合わせて開設

社　　協
結婚相談 4日㈯

午前９時〜正午

文化センター２階相談室

行政相談 15日㈬
午前９時〜正午

役場第５会議室（３階）

障がい者
相　　談

8日㈬
22日㈬

午後１時 30 分〜４時

役場第５会議室（３階）

ハローワーク
出張相談

13日㈪
27日㈪

午前 10 時〜午後３時

坂城テクノセンター

まちのうごき

まちの交通事故

平成 24 年１月 1 日現在

（平成 23 年 12 月中）

※（　）は前月比

※累計は 1 月から（　）は前年比

世帯数
人　口

男
女

  5,873 世帯
15,914 人
  7,831 人
  8,083 人

（− 9）
（− 20）

（− 5）
（− 15）

粗大ごみの回収

19日㈰
午前８時30分〜 10時
日精樹脂工業様駐車場

粗大ごみの回収に合わせてビン・缶・ペットボト
ル・布類・有害ごみ・プラスチック容器包装・紙容
器包装・古紙類の収集を行う「サンデーリサイ
クル」を実施していますのでご利用ください。

件　数
死　者
負傷者

10 件
1 人

12 人

累計 67件（  −4）
累計   1人（  −2）
累計 89人（−10）
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・奇跡のむらの物語り　1000 人の子どもが限界集落を救う！
　（編著：辻英之／農山漁村文化協会）

・たつくんおむかえドキドキ
　（作：きむらゆういち　絵：ふくざわゆみこ／ポプラ社）
・とりを よぼう
　（監修：大久保茂徳／ひさかたチャイルド）
・姫ねずみとガラスのストーブ
　（作：安房直子　絵：降矢なな／小学館）
・ヒラメキ公認ガイドブック　ようこそ宇宙へ
　（文：キャロル・ストット　訳：伊藤伸子／化学同人）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29

■ 2 月の休館日■ 休館日

□ 2 月の催し物□
☆おはなし会☆
　4 日（土）午前 10 時 30 分〜
　　今月は第１土曜日です。お間違えなく！

☆としょかん講座☆
　点字・点訳講座
　　7 日・21 日（火）午後２時〜　講師：山口静枝さん
　源氏物語を読む会
　　18 日（土）午後２時〜　講師：塚田睦樹さん

長野県の地震入門

　昨年は、長野県でも栄村・松本市
と、大きな地震がありました。長野
県内には多くの活断層があり、地震
の発生率の高い活断層もあるとい
われています。地震発生のメカニズ
ムと、その影響を、身近な例で分か
りやすく解説している、長野県初の
地震入門書です。

□新着図書□
☆おすすめの本☆

（編著：塚原弘昭／しなのき書房）
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2月の番組表

●チャンネル放送番組

番組名 内容 /出演

5日㈰ 楽 し い 民 話
穴のぞき

込山　岡田由貴子さん

8日㈬ 税務署だより
確定申告書の作成

上田税務署

9日㈭ わ が 家 の 花
は 元 気 で す

植物の管理
御所沢　前沢新一さん

12日㈰ 楽 し い 民 話
猫の嫁

金井　青木典子さん

14日㈫ 信号は赤です
交通事故防止
坂城町交番　

15日㈬ こちら 119 番
春季全国火災予防運動

消防署

16日㈭ 川 　 　 柳
JA 文芸から

選者　中沢月人さん

19日㈰ 楽 し い 民 話
顔さがし

鼠　玉井かつ子さん

26日㈰ 楽 し い 民 話
一目ぼれ人形

北日名　春日秀子さん

29日㈬ 明 る い
消 費 生 活

最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

操作方法は ・　・
終了するとき ・　・　
　　　　　　　    
 ･･････････ＦＭ長野
 ･･････････ＮＨＫ・ＦＭ
 ･･････････音楽放送
◆有線本部 
　☎82－3111（内222） 
　有線88－1000

9
9

2
3
4

4 0
4 チャンネル番号

チャンネル番号
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１
月
１
日
（
日
）、
新
年
最
初

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
、
恒
例
の
元

旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
年
は
、
昨
年
よ
り
60
人
ほ
ど

参
加
者
が
増
え
、
４
４
４
人
（
う

ち
町
外
か
ら
の
参
加
者
77
人
）
が

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
６
km
、
３
km
、
１
．

５
km
の
コ
ー
ス
に
別
れ
、
晴
れ
渡
っ

た
新
春
の
空
の
下
、
走
り
初
め
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
４
日
（
水
）、
文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を
会
場
に「
坂

城
町
席
書
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
も
１
３
０
人
と
、
多
く
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新

年
の
抱
負
や
願
い
な
ど
を
込
め
て
、

書
き
初
め
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

作
品
の
展
示
は
６
日
（
金
）
ま
で
、

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
年
へ
の
思
い
新
た
に

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・
席
書
大
会

　

１
月
14
日（
土
）、
坂
城
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
今
年
度「
第
15

回
東
海
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」で
銀
賞
を
受
賞
し
た
、
南
条

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
・
現
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
同
部
が
こ
れ

ま
で
練
習
し
て
き
た
曲
を
、
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
演
奏
。
メ
ン
バ
ー
全

員
で
の
演
奏
に
加
え
、
６
年
生
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
、
来

場
者
の
小
学
生
た
ち
が
一
緒
に
演
奏

で
き
る
曲
な
ど
の
演
奏
も
行
わ
れ
、

会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

12
月
26
日（
月
）、
南
条
小
学
校
の
５

年
生
が
、
南
条
保
育
園
児
へ
、
手
作
り

の
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

「
も
の
づ
く
り
授
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

授
業
の
な
か
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を
主
眼
に
、
相

手
が
ど
ん
な
人
か
、
ど
ん
な
も
の
が
喜

ば
れ
る
か
を
考
え
、
児
童
自
ら
が
お
も

ち
ゃ
を
設
計
・
製
作
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
紙
で
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
、

糸
電
話
な
ど
、
様
々
な
お
も
ち
ゃ
を
園

児
た
ち
に
手
渡
し
、
園
児
た
ち
が
、
貰
っ

た
お
も
ち
ゃ
で
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
に
、

小
学
生
た
ち
も
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
様

子
で
し
た
。

ものづくり授業南条小学校金管バンド部
小学生が手作りのプレゼントさよならコンサート


